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郵便振込口座No 02230-3-2116

尚絅学院大学生涯学習センターが
名取市増田にオープン!!

ゆりが丘キャンパス以外でも学べるようになりました

●情報掲示板／学校行事報告　●同窓会だより　●オープンキャンパス／オープンスクール案内

子羊からの一通の手紙
大学事務長／阿部　達

はばたき
1992年 尚絅学院高等学校卒業
声楽家／広瀬奈緒さん　

卒業生コラム

［梅の花］
○ テレビが教えてくれること／中高教員　三浦千加

教職員エッセイ

お
　
く
　
や
　
み

謹
ん
で

哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

尚絅誌
購読の
お願い

お申し込み先

尚絅学院後援会事務局
〒981-1295
宮城県名取市ゆりが丘4-10-1

TEL.022-381-3342
FAX.022-381-3467
E-mail:koenkai@shokei.ac.jp

この1冊で、尚絅学院の
「いま」がよくわかります。

学校と保護者の皆様を。母校と同窓生を。
生徒と保護者の皆様を。
もっと尚絅を通じてつながって欲しい。
そんな気持ちで出来ました! ※9月のみ通常・入募集特集号同時発行

年6冊5回発送

①尚絅後援会にご入会いただくと、機関紙「尚絅」が年6
冊5 回発送されます。（会費は年額2,000 円もしくは、
複数年でも受け付けております） 

②購読ご希望の方は、下記にお振込みいただくか、もしく
はお電話いただければ、こちらから専用振込用紙を郵
送致します。

③継続購読ご希望の方は、2,000 円以上ご入金いただく
か、専用振込用紙を同封致しますので、それをご利用く
ださい。

④ご芳名掲載を望まない方は、匿名希望と振り込み用紙
の通信欄にご記入ください。

尚絅誌の購読を通じて間接的に
母校への支援が出来ますので、ご協力宜しくお願い致します。

●開設式　●受講者の声　
●体験者の声／アート入門講座・異文化理解講座ハワイの踊りフラ
●2009年前期オープンカレッジ案内

　5月のある日、そこには同窓生の

華やいだ笑顔がたくさんあった。と

同時に、ここに来ることが出来なか

った方の顔も浮かんできた。やさし

さの中に凛とした姿の大先輩、忙し

いながらも英語教育に情熱をかけ

る現役教師、今日この会場に来る

はずだった他界した方、さまざまな

顔が重なった。

　明治から平成と時が流れても、

同じ“尚絅”という場で教育を受け、

それぞれの場で活躍しつつも一つ

の精神でつながっている“力”を確

かに感じた。そして「今、自分自身に

できることは？」と問いかけてみた。

　　　　　　　　　　　　（Ｔ．Ｓ）

増
子
弘
信
様
（
60
歳
）

　（
中
高
教
員 

増
子
貴
紀
様
御
尊
父
）

　
４
月
17
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

金
子
三
郎
様
（
83
歳
）

　（
本
学
院
元
理
事
）

　
４
月
12
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

石
田
彰
様
（
59
歳
）

（
短
大
保
育
科
教
員 

石
田
一
彦
様
御
令
弟
）

　
５
月
25
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

表紙写真／幼稚園遠足(年長組）

第
11
回 

保
育
部
会
同
窓
会
の
ご
案
内

●
日
　
程

‥

11
月
７
日
（
土
）

●
場
　
所

‥

名
取
校
舎
内

●
受
　
付

‥

12
時
半
〜

●
礼
　
拝
・
総
会

‥

13
時
〜

●
懇
親
会

‥

14
時
半
〜

●
会
　
費

‥

２
，０
０
０
円

●
連
絡
先
・
保
育
科
副
手
室

　
３
８
１-

３
４
１
６
（
担
当
　
佐
藤
）

詳
細
は
９
月
に
保
育
科
同
窓
生
の
皆
様
へ
ご

案
内
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
ご
確
認
の
上
、

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

記事を読んでの感想、思い出のお写真、情報等。
お待ちしています！募集中！

FAX E-Mailお手紙 おハガキ

電話受付時間 木曜日を除く
平日9：00〜15：30

にお送りください。

斎藤久吉先生の
思い出集出版

　尚絅学院の理事長・学院長など
を長く歴任され2006 年に103
才でなくなられた塩釜協会牧師
の斎藤久吉先生の説教や関係者
の思い出を集めた『継続は能力
なり』が出版されました。先生の
口癖をタイトルにしたこの思い出
集には、尚絅学院の関係者も多数
原稿を寄せており、全編から先生
の宗教や教育にかける思いが伝
わってきます。後援会室でも手に
とってご覧になれます。

022-362-1031
連絡先：塩釜教会

中
・
高
管
弦
楽
部

定
期
演
奏
会
中
止
に
関
す
る
お
詫
び

　
尚
絅
誌
４
６
５
号
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た

定
期
演
奏
会
で
す
が
、部
活
動
の
諸
事
情
を
考

慮
し
て
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。関
係
の
皆
様
に
は
、ご
迷
惑
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

                 

（
管
弦
楽
部
顧
問
　
小
川
祐
弥
）

建
設
整
備
事
業
募
金
の
お
願
い

　
昨
年
６
月
に
１
年
半
の
期
間
を
限
定
し
始
め

た
募
金
事
業
は
、皆
様
の
ご
支
援
を
頂
き
、こ
れ

ま
で
に
7
8
1
件
、総
額
4
7,
5
0
6,
1
7
6

円
の
ご
寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
（
６
月
12

日
現
在)

。ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
募
金
活
動
は
、現
在
進
め
て
い
る
３
つ
の

建
設
整
備
事
業
（「
大
学
図
書
館
建
設
」「
中
高
体

育
館
整
備
」「
エ
ラ
・
オ
ー
・
パ
ト
リ
ッ
ク
ホ
ー
ム

の
移
築
復
元
」）に
係
る
も
の
で
、本
学
院
に
と
っ

て
念
願
の
事
業
で
し
た
が
、財
政
事
情
か
ら
整
備

が
遅
れ
て
い
ま
し
た
。本
学
院
は
教
育
改
革
の
下

に
大
学
の
学
科
拡
充
、中
高
の
男
女
共
学
化
を
進

め
て
い
ま
す
が
、教
育
の
高
度
化
・
安
全
な
教
育

環
境
・
建
学
の
精
神
の
体
現
を
叶
わ
せ
る
、な
く

て
は
な
ら
な
い
事
業
と
考
え
て
い
ま
す
。尚
絅
で

学
ぶ
生
徒
や
学
生
を
、よ
り
良
い
環
境
の
も
と
で

過
ご
さ
せ
た
い
。こ
れ
は
私
た
ち
一
同
の
願
い
で

す
。経
済
状
況
が
厳
し
い
こ
と
も
あ
り
、目
標
額

(

２
億
円
）に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。皆
様
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、切
に
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ま
の
ご
協
力
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

大学図書館
９月開館予定で順調に工
事が進んでいます
●建設事業費
　６００，０００，０００円
●募金目標額
　１３０，０００，０００円

中高体育館
６月中旬より工事が
始まっています
●計画事業費
　１５０，０００，０００円
●募金目標額
　 ３５，０００，０００円

エラ・オー・
パトリックホーム
昨年解体し部材を保管。本
年設計し、2010 年建設・
完成予定です
●建設事業費
　 ７０，０００，０００円
●募金目標額
　３５，０００，０００円

法人ホームページ上に募金報告を掲出しております。報告内に募
金いただいた皆様のご芳名を掲載させていただいております。

アドレス　http://ap.shokei.jp/bokin/
→尚絅学院で検索 建設整備事業募金をクリック

連絡・問い合わせ先　法人事務局募金事務室
電話…022-381-3334 FAX…022-381-3335
Mail：bokin@shokei.ac.jp

目標総額：２００，０００，０００円
募金総額：    ４７，５０６，１７６円（６月１２日現在）
募金件数：７８１件（６月１２日現在）

募 金 報 告
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学
び
に
定
年
は
あ
り
ま
せ
ん
。何
歳

に
な
っ
て
も「
学
び
」か
ら
得
ら
れ
る
喜

び
は
大
き
い
も
の
で
す
。こ
れ
が「
生
涯

学
習
」の
本
当
の
意
味
で
す
。そ
し
て
大

人
の
学
び
に
よ
っ
て
次
世
代
に
何
か
を

残
し
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
っ
て
い

く
、本
学
院
で
は
こ
の
よ
う
に
独
自
の
理

念
に
基
づ
い
て
生
涯
学
習
を
進
め
て
い

ま
す
。そ
こ
で
大
き
な
役
割
を
果
た
す

の
は
正
し
い
知
識
、正
し
い
情
報
を
沢
山

得
る
こ
と
で
す
。こ
の
大
事
さ
を
示
す
１

つ
の
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。２
０
０
３

年
１
月
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
リ
ノ
イ
州

で
当
時
の
知
事（
ラ
イ
ア
ン
知
事
）は
死

刑
制
度
の
不
備
や
誤
審
の
恐
れ
な
ど

を
理
由
に
、州
内
の
す
べ
て
の
死
刑
囚

１
６
７
人
を
終
身
刑
な
ど
に
減
刑
し
ま

し
た
。知
事
は
ず
さ
ん
な
捜
査
に
基
づ

く
不
当
判
決
の
多
さ
に
衝
撃
を
受
け
、

そ
の
３
年
前
に
死
刑
制
度
を
全
面
停
止

し
て
全
死
刑
囚
の
判
決
見
直
し
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
で
は
１
９
７
６

年
に
死
刑
制
度
が
復
活
し
て
い
ま
し
た

が
、実
は
ラ
イ
ア
ン
知
事
は
当
初
死
刑

強
硬
論
者
で
し
た
。こ
の
知
事
の
心
を
変

え
た
の
は
、地
元
の
ノ
ー
ス
ウ
エ
ス
タ
ン

大
学
の
学
生
達
の
調
査
結
果
だ
っ
た
の

で
す
。学
生
ら
は
17
年
間
獄
中
に
い
た

死
刑
囚
の
裁
判
記
録
を
調
べ
無
実
の
証

拠
を
見
つ
け
た
の
で
す
。こ
れ
を
引
き
金

に
、知
事
は
他
の
死
刑
囚
も
再
度
調
査

し
直
し
、大
規
模
な
減
刑
に
至
っ
た
の
で

す
。知
事
は
そ
の
間
に
死
刑
反
対
論
者

に
転
向
し
た
わ
け
で
す
。１
６
７
人
の
命

を
救
っ
た
き
っ
か
け
は
上
か
ら
の
権
力

で
も
、下
か
ら
の
暴
動
で
も
な
く
、学
生

達
の
研
究
と
調
査
だ
っ
た
の
で
す
。「
ペ

ン
は
剣
よ
り
も
強
し
」と
は
ま
さ
に
こ
の

こ
と
で「
真
理
の
も
つ
力
」で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？
な
る
ほ
ど
こ
の
作
業
の
当

事
者
は
学
び
盛
り
の
学
生
だ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、今
後
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
の
様
々
な
学
び
の
中
で
正

し
い
知
識
、正
し
い
情
報
を
沢
山
得
る
こ

と
が
、社
会
的
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
り
、人
々
の
命
に
関
わ
る
問
題
に
大

き
く
役
立
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。１
人
ひ

と
り
の
学
び
の
意
義
は
と
て
つ
も
な
い

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
人
気
の
あ
っ
た
講
座
は

継
続
し
な
が
ら
も
、「
め
ざ
せ
国
際
人
シ

リ
ー
ズ
」（「
中
国
、韓
国
、イ
タ
リ
ア
各

編
」）、次
世
代
を
育
て
る
責
任
の
あ
る
大

人
自
身
の
問
題
を
扱
う「
大
人
学
」（「
大

人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
座
」「
な
と
り

元
気
塾
」）、私
た
ち
の
未
来
を
正
し
く

予
測
し
、そ
の
準
備
に
役
立
つ「
未
来
学
」

（「
動
物
行
動
学
か
ら
み
た
男
と
女
・
家

族
」後
期
日
程
）、Ｏ
Ｂ
の
方
々
や
市
民
の

皆
さ
ん
が
自
主
的
に
企
画
す
る
市
民
企

画
講
座「
新
・
い
の
ち
の
教
育
シ
リ
ー
ズ
」

（
後
期
日
程
）な
ど
、本
学
院
の
持
つ
学
術

的
・
文
化
的
資
本
を
総
動
員
し
て
教
員
一

同
全
力
で
こ
の
講
座
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。本
学
院
の
教
育
理
念
は「
共
に

生
き
る
」こ
と
で
す
。こ
の
理
念
を
実
現

す
る
た
め
に
も
、よ
り
多
く
の
市
民
の

方
々
、在
校
生
と
そ
の
ご
家
族
そ
し
て
卒

業
生
の
皆
様
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
け

ま
す
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

開
設
の
ご
あ
い
さ
つ

尚
絅
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
増
田

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長

尚
絅
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が

名
取
市
増
田
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
!!

多
く
の
方
か
ら
の
ご
要
望
に
応
え
、名
取
市
増
田
に

「
尚
絅
学
院
大
学 
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」が
開
設
し
ま
し
た
。

語
学
か
ら
、芸
術
ま
で
様
々
な
講
座
を
開
設
し
、さ
ら
な
る
地
域
貢
献
・
生
涯
学
習
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

異
文
化
理
解
講
座

ハ
ワ
イ
の
踊
り
フ
ラ

絵
画
教
室

ア
ー
ト
入
門
講
座

体

験

し

ま

し

た

！

体

験

し

ま

し

た

！

久々で、
緊張します！

2009年前期
オープンカレッジ
学び直しの日英ことばのコミュニケーション学！
講師：尚絅学院高等学校非常勤講師　遠藤八郎

英語でしゃべりたい！初級編
講師：州立モンタナ大学准教授　橘由加

英語で会話を楽しみたい！中級編
講師：元尚絅学院大学教員　アン・トーマス

初めてのハングル講座
(入門　　初級Ⅰ・初級Ⅱ・中級 　）
講師：東北大学大学院研究生　雀絢喆

初めてのイタリア語講座(入門）
講師：元宮城県イタリア語通訳　佐藤範佳

絵画教室アート入門講座
講師：画家・元聖和短大教員　阿部邦利

俳句講座（ことばの輝きを探る）
講師：「海程」同人、宮城県現代俳句協会幹事長　中村孝史

川柳実作入門講座
講師：川柳宮城野社編集同人　若山大介

文章講座（エッセーや自分史を書こう）
講師：河北新報元記者、論説委員長　阿部友康

癒しの講座（アロマで癒し）
講師：アロマインストラクター　関淑恵

デジカメとパソコン利用講座
講師：江陽写場カメラマン　林友幸

うたごえサークル
講師：作曲家　地主幹夫

大人学
ーメンタルヘルスについて学ぶー
講師：星ヶ丘病院精神看護専門教育
看護師長　遠藤太

なとり元気塾ー素晴らしき映画と人生！ー
講師：尚絅学院大学表現文化学科准教授　広瀬愛

めざせ国際人！
“異文化コミュニケーションとは”
講師：尚絅学院大学現代社会学科教授　黄梅英

めざせ国際人！（1）中国編
〜悠久の国「中国の今を知る」〜
講師：尚絅学院大学現代社会学科教授　黄梅英

めざせ国際人！（2）イタリア編
〜管理栄養士のイタリア語学留学滞在記〜
講師：元宮城県イタリア語通訳　佐藤範佳

めざせ国際人！（3）韓国編
〜映画で知る今日の韓国〜
講師：尚絅学院大学現代社会学科准教授　姜永培

市民大学講座

尚絅学院大学
エクステンションセンター
担当：庄司則雄
TEL:022-381-3315
mail:nshoji@shokei.ac.jp

お問い合せ先

名
取
駅

4

サンクス
増寿し

北條鮮魚店

GS

122

ロタハウス
寝具のあとべ

加藤
酒店

尚絅学院大学
生涯学習センター増田
〒981-1224
名取市増田1丁目1-15
TEL:022-381-1490

5/18
開設

太
田
健
児

開
設
式

　
６
月
１
日（
月
）、名
取
市
の
太
田
副
市
長

を
招
い
て
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
学
長
よ
り「
教
育
の
成
果
を
市
民
と

共
有
で
き
る
拠
点
と
し
て
だ
け
で
な
く
、地

域
の
人
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
場
所
に
し
た

い
」と
挨
拶
が
あ
り
、太
田
副
市
長
か
ら
は
、

「
街
の
中
に
活

動
拠
点
が
で
き

た
こ
と
は
大
変

嬉
し
い
」
と
の

お
言
葉
を
い
た

だ
き
、
新
た
な

地
域
の
拠
点
誕

生
を
共
に
喜
び

ま
し
た
。

健康・スポーツ講座（テニスA・B）
講師：A=ナスパテニスクラブ　B=太白テニスクラブ

ジュニアテニス講座
講師：A=ナスパテニスクラブ

ゆ ゆりが丘開催
増 名取市増田開催

ゆ

増

増

増

ゆ

増

増

増

増

増

増

増

増

異文化理解講座（ハワイの踊りフラ）
講師：フラインストラクター　石川眞奈美

ゆ

増 ゆ

ゆ

ゆ

ゆ

ゆ

ゆ

ゆ

と
い
う
わ
け
で
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

イン
名取市

増田

　　生涯学習講座を受講して
  　　家政科　第７回卒業　横山たか子

　私は、「アート入門講座」と「なとり元気塾講座」、大人学と
して「メンタルヘルスについて学ぶ」を受講しています。
　アート入門講座では、クロッキーの描き方や風景画等自由に画材と取
り組み、生活の苦など忘れられ、毎回和気藹々と受講しています。上手下
手は別として無心に絵を描いていると、なぜか心が和み幸せを感じま
す。このように、オープンカレッジや市民大学講座は大変魅力のある講
座で、楽しみながら私達に生きる力と道標を与えてくれますので、多く
の方に是非お奨めをしたいと常々考えていました。
　学びには定年がありません。年代と共に脳の衰えを実感する出来事が
沢山でてきます。脳の健康を維持するためにも、こういった関わりを持
つことは非常に大切になってくるかと思います。そういった意味でも、
私は尚絅の同窓生でほんとうに良かったなぁと幸せを感じています。

も
ち
ろ
ん
、

ゆ
り
が
丘
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も

イン
ゆりが

丘
キャンパ

ス

　　「英語でしゃべりたい初級編」を受講して  
　　  吉田ひろみ

　私が「英語でしゃべりたい初級編」を受講したのは、友達が国際結婚
し海外に住んでおり、いつか会いに行った際に、直接英語で会話が出来た
ら「なんて素晴らしいだろう」と思ったのがきっかけです。
　授業は、毎回本当に楽しく、学習させて頂いています。講師の橘由加さんは日本人
ですが、去年までアメリカのモンタナ大学で日本語を教えていた２人のお子さんの
母親でもある、とても素晴しい先生です。
　授業では、日本とアメリカの習慣の違いなど、大変興味深いお話を、毎回して下さ
り、今まで英会話は、難しいと思っていた先入観がなくなり、英語でたくさんお話がし
たいという気持ちになります。

手の動きが、
言葉なんですね

受講者
の声

受講者
の声

　
フ
ラ
初
体
験
の
宍
戸
さ
ん
が
、挑
戦
し
ま

し
た
。

　
フ
ラ
と
聞
き「
あ
の
優
雅
な
踊
り
」と
思

い
日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し
た
い
！
の

思
い
で
参
加
、し
か
し
意
外
な
こ
と
に
踊
る

だ
け
で
な
く
、最
初
の
30
分
は
、石
川
先
生

の
ハ
ワ
イ
の
歴
史
や
言
葉
の
意
味
な
ど
詳

し
く
講
義
が
あ
り（
講
座
の
タ
イ
ト
ル
の

意
味
が
わ
か
り
ま
し
た
。）、そ
れ
か
ら
ス
ト

レ
ッ
チ
に
入
り
、ス
テ
ッ
プ
と
ハ
ン
ド
モ
ー

シ
ョ
ン
の
繰
り
返
し
練
習
、そ
の
後
音
楽

に
合
わ
せ
て
フ
ラ
の
踊
り
の
開
始
で
す
。

当
日
は
、先
生
直
伝
の
手
作
り
フ
ラ
ス

カ
ー
ト
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。■

宍
戸
さ
ん
の
感
想

　「
ゆ
っ
た
り
し
た
動
き
が
、ヨ

ガ
や
太
極
拳
に
一
見
に
て
い
る

か
な
？
と
思
っ
た
ら
、身
体
の

内
側
に
キ
ク
ー
！
続
け
れ
ば

か
な
り
筋
肉
引
き
締
め
の

効
果
が
あ
り
そ
う
で
す
。

ハ
ワ
イ
を
知
っ
て
い
て

　
絵
を
描
く
の
は
、学
生
時
代
以
来
と
い
う

同
窓
生
の
今
野
さ
ん
に
体
験
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
日
の
テ
ー
マ「
好
き
な
も
の
を
描
く
」

　
各
自
、花
、ぬ
い
ぐ
る
み
、本
、写
真
等
持
ち

寄
り
、画
材
も
自
由
で
油
絵
、水
彩
、色
鉛
筆
、

ク
レ
ヨ
ン
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。講
師
の
阿
部
邦

利
先
生
よ
り
、モ
チ
ー
フ
の
選
び
方
、観
察
の

ポ
イ
ン
ト
の
説
明
が
あ
り
、描
き
始
め
ま
し

た
。今
野
さ
ん
は
、モ
チ
ー
フ
を
”
ど
く
だ

み
の
葉
っ
ぱ“
と
決
め
、デ
ッ
サ
ン
に
入

り
ま
し
た
。し
げ
し
げ
と
観
察
し
な

が
ら
２
枚
の
葉
っ
ぱ
を
描
き
お
え
た
と
こ
ろ

で
、先
生
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　「
女
性
な
ら
で
は
の
感
じ
で
、丁
寧
に
優
し

く
描
け
て
い
ま
す
ね
！
デ
ッ
サ
ン
の
時
、強

弱
を
つ
け
る
と
も
っ
と
よ
く
な
り
ま
す
。机

の
上
に
あ
る
メ
ガ
ネ
ケ
ー
ス
、パ
ン
フ
レ
ッ

ト
も
入
れ
る
と
全
体
に
ま
と
ま
り
ま
す
よ
」

と
い
う
言
葉
に
更
に
筆
が
加
速
し
て
い
き
ま

し
た
。

■
今
野
さ
ん
の
感
想

　「
今
日
は
、色
付
け
ま
で
い
か
な
か
っ
た
け

れ
ど
も
、デ
ッ
サ
ン
に
慣
れ
て
く
れ
ば
、１
日

で
仕
上
げ
る
の
も
可
能
か
な
？
な
に
よ
り
楽

し
く
描
く
！
を
目
標
に
、そ
し
て
達
成
感
を

得
る
た
め
に
、こ
の
絵
を
仕
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。い
ろ
ん
な
年
代
の
方
々
が
一
生
懸
命

取
り
組
ま
れ
て
い
て
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。」

も
、ハ
ワ
イ
の
歴
史
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、身
心
共
に
鍛
え
ら
れ
る
講
座
の
よ
う

で
す
。」

じっくり観察して。
今回のデッサンの
仕上がりです！
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第
7
回

ある日の広瀬奈緒さんを追う！
TIME SCHEDULE

8:00 起床

11:00

15:00

自宅にて生徒さんのレッスン

練習（演奏会の譜読みなど）

18:00
   〜

21:30
某演奏会のリハーサル

17:00 リハーサル会場へ

9:00 朝食

14:00 昼食

22:30 帰宅

ホームページ

WAON RECORDS-CATALOGUE

http://www.waonrecords.jp/

catalogue.html

親
子
以
上
に
幸
せ
に
暮
ら
し
ま
し
た
、と
い

う
話
だ
。

　
こ
の
話
に
は
現
代
に
も
通
じ
る
人
間
像

が
描
か
れ
て
い
て
、親
を
敬
う
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

わ
ず
か
10
分
の
ア
ニ
メ
の
中
で
見
事
に
そ
れ

を
表
現
し
て
い
た
。お
坊
さ
ん
や
牧
師
さ
ん

の
あ
り
が
た
い
お
話
よ
り
も
、教
師
が
説
教

を
垂
れ
る
よ
り
も
、厚
生
大
臣
や
官
僚
が
高

齢
化
社
会
に
つ
い
て
云
々
言
う
よ
り
も
、こ

の
ア
ニ
メ
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
た
方
が
親

や
お
年
寄
り
を
大
切
に
す
る
の
で
は
な
い

か
、と
思
っ
た
。

　
思
い
返
せ
ば
子
ど
も
の
頃
、私
は
道
徳
の

時
間
と
い
う
も
の
が
大
嫌
い
だ
っ
た
。だ
け

ど
、昔
話
は
よ
く
見
た
し
、童
話
を
読
む
の
も

好
き
だ
っ
た
。思
う
に
昔
話
の
中
に
は
、単
純

な
よ
う
で
い
て
深
い
教
訓
が
こ
め
ら
れ
て
い

た
か
ら
こ
そ
、ず
っ
と
読
み
継
が
れ
て
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。先
人
た
ち
の
教
え

と
い
う
の
は
本
当
に
侮
れ
な
い
。家
に
お
年

寄
り
が
い
れ
ば
昔
話
も
話
し
て
も
ら
え
る
で

あ
ろ
う
が
、核
家
族
化
が
進
ん
だ
今
日
で
は

そ
れ
も
難
し
い
。是
非
『
ま
ん
が
日
本
昔
ば

な
し
』は
再
放
送
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

た
。

　
私
は
音
楽
が
好

き
で
し
た
が
、
英

語
が
嫌
い
で
し

た
。
文
法
も
英
単

語
を
覚
え
る
の
も

…
…
。で
す
が
、大

好
き
な
音
楽
を
追

究
す
る
た
め
に
、留
学
を
決
め
、英
語

を
勉
強 

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
学
校
で
勉
強
し
て
い
る
こ
と
は
、今

大
切
に
思
え
な
く
て
も
、い
つ
か
必
要

な
と
き
が
く
る
と
思
い
ま
す
。そ
れ
は

全
て
の
教
科
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。で
も
、沢
山
の
こ
と
を 

吸
収
し

て
お
い
て
下
さ
い
。今
、将
来
の
目
標

が
み
つ
か
っ
て
い
な
く
て
も
い
い
の

で
す
。き
っ
と
、今
し
て
い
る
こ
と
に

意
味
が
見
い
だ
せ
る
時
が
来
る
と
思

い
ま
す
！

　
主
の
祈
り
は
、礼
拝
の
中
で
み
ん
な
が

声
を
合
わ
せ
て
祈
り
ま
す
。こ
れ
は
主
イ

エ
ス
が
弟
子
た
ち
に
教
え
ら
れ
た
祈
り

で
、祈
り
の
ポ
イ
ン
ト
を
私
た
ち
に
教
え

て
い
ま
す
。

　
私
が
主
の
祈
り
を
知
っ
た
の
は
中
学

生
の
と
き
で
し
た
。呪
文
の
よ
う
で
意
味

も
よ
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。や
が

て
、こ
れ
は「
私
」の
祈
り
で
な
く「
我
ら
」

の
祈
り
で
あ
り
、私
の
隣
人
と
一
緒
に
祈

る
祈
り
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
主
の
祈
り
は
、第
１
に
神
の
思
い
が
実

現
さ
れ
る
よ
う
に
、第
２
に
私
た
ち
自
身

の
た
め
に
祈
る
よ
う
に
教
え
て
い
ま
す
。

人
は
無
意
識
の
う
ち
に
２
番
目
の
祈
り

だ
け
を
し
、聖
書
の
言
葉
さ
え
も
自
己
中

心
に
解
釈
し
、自
己
正
当
化
し
て
し
ま
い

が
ち
で
す
。

　
聖
書
に
は
、「
神
は
す
べ
て
を
時
宜
に

か
な
う
よ
う
に
造
り
…
」（
コ
ヘ
レ
ト
３
：

11
）と
あ
り
、「
神
の
定
め
ら
れ
た
時
」を

わ
き
ま
え
て
生
き
て
い
く
こ
と
が
、神
に

造
ら
れ
た
人
間
に
と
っ
て
最
善
で
あ
る

と
教
え
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
、神
の
時

と
神
の
計
画
を
知
る
た
め
に
祈
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
喜
び
の
と
き
、悲
し
み
の
と
き
、悩
み

の
と
き
、ど
の
よ
う
に
祈
っ
た
ら
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
時
、主
の
祈
り
を
祈
る
と
き

に
、不
思
議
に
そ
の
と
き
に
適
っ
た
祈
り

で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。主

の
祈
り
は
、祈
り
と
は
神
と
の
対
話
で
あ

り
、神
と
人
間
と
の
関
係
を
教
え
る
と
と

も
に
、私
の
隣
人
を
意
識
さ
せ
る
、究
極

の
祈
り
と
い
え
ま
す
。

「
主
の
祈
り
」　
　
　 

マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
６
章
９
〜
13
節

大
学
事
務
長

阿
部
　
達

中高教員　三浦千加

　
先
日
『
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
』の
”
親

を
買
う
話“
と
い
う
話
を
見
る
機
会
が
あ
っ

た
。

　
話
は
貧
し
い
若
夫
婦
が
、も
し
親
が
い
れ

ば
親
孝
行
が
で
き
る
の
に
、と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、彼
ら
の
前
に
「
親
、い
ら
ん
か
ね
〜
」

と
売
り
に
き
た
男
が
い
た
。２
人
は
な
け
な

し
の
２
０
０
文
を
払
い
、親
を
買
う
。一
週
間

後
、地
図
に
描
か
れ
た
場
所
に
来
な
さ
い
と

言
わ
れ
、２
人
は
き
っ
と
貧
し
い
人
た
ち
だ

ろ
う
と
自
分
た
ち
の
布
団
や
着
物
を
ほ
ど
い

て
、ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
作
っ
て
待
つ
。さ
て
、

１
週
間
後
、彼
ら
が
そ
の
場
所
に
行
っ
て
み

る
と
、大
き
な
お
屋
敷
が
あ
っ
た
。中
に
入
る

と
、そ
こ
で
は
親
戚
た
ち
が
「
家
は
自
分
の

も
の
だ
」「
倉
は
私
の
も
の
だ
」と
醜
い
相
続

争
い
を
し
て
い
た
。主
で
あ
る
老
夫
婦
は
そ

ん
な
親
戚
の
姿
に
う
ん
ざ
り
し
、つ
ぎ
は
ぎ

だ
ら
け
の
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
持
参
し
て
く

れ
た
こ
の
２
人
に
心
を
打
た
れ
、正
式
に
彼

ら
を
養
子
に
す
る
。そ
の
後
、血
の
つ
な
が
り

の
な
い
こ
の
親
子
は
孫
に
も
恵
ま
れ
、実
の

テレビが教えてくれること

小さな中に、
ちょっとした教訓が。
大事にしたい、
日本の昔話。

　　
歌
が
好
き
。そ
れ
が
私
の
す
べ
て
の

原
動
力
で
す
。ど
う
や
ら
、４
才
の
頃

か
ら
家
族
に「
声
楽
家
に
な
り
た
い
。」

と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
う
は

い
っ
て
も
、両
親
の
反
対
に
遭
っ
て
い

た
の
で
、勉
強
を
始
め
た
の
は
と
て
も

遅
か
っ
た
で
す
。

　
や
は
り
、１
つ
の
音
楽
が
仕
上
が
っ

た
と
き
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
、お
客

様
の
前
で
納
得
の
演
奏
が
出
来
て
、喜

ん
で
頂
け
た
と
き
で
す
。ま
た
、合
唱

団
や
個
人
の
生
徒
さ
ん
に
レ
ッ
ス
ン

を
し
て
い
る
の
で
す
が
、何
か
少
し
で

も
上
達
し
て
下
さ
っ
た
と
き
に
、や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。「
教
え
る
」と
い
う

こ
と
は
、と
て
も
難
し
い
と
感
じ
な
が

ら
、
少
し
で
も
分
か
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、努
力
と
試
行
錯
誤
の
毎
日
で

す
。生
徒
さ
ん
と
で
作
り
上
げ
た「
小

さ
な
達
成
感
」を
レ
ッ
ス
ン
毎
に
感
じ

て
ま
す
。

　　
１
番
は
、合
唱
部
で
の
活
動
で
す
。

あ
の
頃
は
、上
手
に
歌
う
と
い
う
こ
と

よ
り
も
、た
だ
、た
だ
楽
し
く
歌
っ
て

い
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
演
奏
旅
行
や
定

期
演
奏
会
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
が
、何

よ
り
も
宗
教
曲
を
歌
う
の
が
好
き
で

し
た
。 

　
よ
く
響
く
礼
拝
堂
で「
賛
美
礼
拝
」

し
た
の
も
良
い
思
い
出
で
す
。

声
楽
家
を
選
ん
だ

き
っ
か
け
は
？

声
楽
家

広
瀬
　
奈
緒
さ
ん

１
９
９
２
年 

尚
絅
学
院
高
等
学
校
卒
業

夢
を
追
う
尚
絅
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を

歌が好きという、
大きな気持ちが
私の原動力。
教える喜びも
楽しんでいます。

仕
事
上
で
、

や
り
が
い
を
感
じ
る
時

尚
絅
時
代
の
思
い
出

Nao Hirose

1992年
1993年
1997年
2001年
2003年

尚絅学院高等学校卒業
県内大学学芸部音楽科入学
卒業
英国王立音楽大学大学院入学
同大学古学科を上級ソリスト・
ディプロマ（国家演奏資格）を得て
首席で卒業
ＲＣＭ古楽コンクール第１位など
数々のコンクールで入賞を果たし、
国内外でのコンサートツアーやCD
録音等に携わる

◆《ラ・スフェラ・ムジ
カーレ》のデビューCD

「バロックな対話」を
08 年秋にワオンレコ
ードよりリリース。音楽
現代にて推薦、レコー
ド芸術にて準推薦を
受けた。



各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

新
緑
が
目
に
ま
ぶ
し
い
初
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
季
節
に
合
わ
せ
て
校
内
で
は
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
た
く
さ
ん
！

楽
し
い
様
子
を
写
真
と
共
に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

SHOKEI   vol.466   06 07   SHOKEI   vol.466

５
月
19
日(

火
）仙
台
広
瀬
河
畔
教
会
・

望
月
修
牧
師
よ
り
お
話
を
頂
き
、そ
の
後

洛
風
苑
を
訪
問

し
ま
し
た

　
私
は
１
人
の
お

じ
い
さ
ん
の
側
で

歌
っ
て
い
ま
し
た

が
、そ
の
お
じ
い

さ
ん
は
ず
っ
と
泣

い
て
い
ま
し
た
。

私
は
な
ん
て
声
を
か
け
れ
ば
良
い
か
分
か
り

ま
せ
ん
で
し
た
。だ
か
ら
、お
じ
い
さ
ん
の
隣

で
一
生
懸
命
歌
い
ま
し
た
。

　
私
は
お
互
い
に
と
っ
て
良
い
思
い
出
に
し

た
く
て
、お
じ
い
さ
ん
の
少
し
麻
痺
し
て
い

る
手
に
触
れ
て
、「
秋
に
ま
た
来
ま
す
ね
！
」

と
笑
っ
て
言
っ
て
み
ま
し
た
。お
じ
い
さ
ん

は
、ま
た
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。で
も
、う

な
ず
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　
時
々
来
る
私
達
だ
か
ら
、仕
事
で
は
な
い

か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
も
の
も
、で
き
る
こ

と
も
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
ま
た

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

　
　    

（
宗
教
委
員
長
３
年
　
佐
藤
斐
香
）

　
５
月
21
日

（
木
）、朝
の
礼
拝

か
ら
引
き
続
い

て
み
や
ぎ
愛
泉

教
会
牧
師
の
布

田
秀
治
先
生
を

講
師
に
、ハ
ン
セ

ン
病
の
問
題
に

つ
い
て
学
び
ま

し
た
。初
め
に
元
患
者
の
提
訴
か
ら
政
府
に

よ
る
控
訴
断
念
ま
で
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
を
観
ま
し
た
。耳
を
覆
い
た
く
な
る

よ
う
な
人
権
侵
害
の
す
さ
ま
じ
さ
に
、生
徒

た
ち
の
目
は
ス
ク
リ
ー
ン
に
釘
付
け
に
な
り

ま
し
た
。そ
の
後
の
ご
講
演
で
は
、や
わ
ら
か

い
口
調
な
が
ら
も
確
信
を
持
っ
た
布
田
先
生

の
お
話
に
生
徒
た
ち
は
引
き
付
け
ら
れ
、礼

拝
で
読
ま
れ
た
聖
句「
あ
な
た
を
見
放
す
こ

と
も
、見
捨
て
る
こ
と
も
な
い
」（
ヨ
シ
ュ
ア

１
・
５
）を
髣
髴
と
さ
せ
ら
れ
る
思
い
が
し
ま

し
た
。

　
　
　
　   

（
宗
教
部
主
任
　
佐
々
木
達
也
）

る
初
め
て
の
遠
足
で
す
。子
ど
も
た
ち
は

リ
ュ
ッ
ク
に
お
弁
当
と
お
や
つ
を
詰
め
、ワ

ク
ワ
ク
！
ド
キ
ド
キ
！
い
っ
ぱ
い
で“
八
木

山
動
物
公
園“
に
出
発
し
ま
し
た
。

　
園
内
で
は
目
の
前
の
動
物
た
ち
を
見
て
、

「
お
お
き
い
ね
え
」「
く
さ
〜
い
！
」と
そ
の

迫
力
と
大
き
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。ま

た
、「
ぺ
ん
ぎ
ん
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
」「
こ
っ

ち
に
き
て
く
だ
さ
い
」と
声
を
掛
け
る
か
わ

い
ら
し
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　
次
の
日
に
描
い
た
動
物
の
絵
は
、今
に
も

画
用
紙
か
ら
と
び
だ
し
そ
う
で
す
。

　
　
　     

（
幼
稚
園
教
員
　
坂
本
由
佳
里
）

【
年
少
組
】

　
す
み
れ
組（
年
少
）の
子
ど
も
達
は
、初
め

て
全
員
で
乗
る
大
型
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

朝
か
ら
大
ハ
シ
ャ
ギ
。バ
ス
ご
っ
こ
の
う
た

を
歌
い
な
が
ら
、畑
道
と
山
道
を
ど
ん
ど
ん

進
ん
で
い
く
と
目
的
地
の
名
取
ス
ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
！
い
つ
も
外
遊
び
が
大
好
き
な
す

み
れ
組
な
の
で
、大
き
な
芝
生
の
あ
る
広
場

と
、普
段
は
遊
べ
な
い
よ
う
な
遊
具
に
目
を

キ
ラ
キ
ラ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
の
滑
り
台
で
登
っ
た
り

降
り
た
り
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
り
、芝
生

の
広
場
で
ゴ
ム
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
追
い

か
け
た
り
。あ
ち
こ
ち
へ
走
り
回
り
、あ
っ

と
い
う
間
に
１
日
が
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

【
年
長
組
】

　
年
長
組
は
５

月
21
日
（
木
）

海
岸
公
園
冒
険

広
場
に
遠
足
に

行
っ
て
き
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち

は
何
日
も
前
か

ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
、遠
足
当
日
は
ウ
キ

ウ
キ
し
た
様
子
で
登
園
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
や
ロ
ー

ラ
ー
滑
り
台
、タ
ー
ザ
ン
ロ
ー
プ
な
ど
、大
型

遊
具
で
沢
山
身
体
を
動
か
し
て
遊
び
ま
し

た
。ふ
わ
ふ
わ
ド
ー
ム
と
い
う
ト
ラ
ン
ポ
リ

ン
の
よ
う
な
遊
具
で
は
、園
長
先
生
が
怪
獣

に
な
り
、子
ど
も
た
ち
を
追
い
か
け
ま
わ
す

な
ど
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。帰
り
の
バ

ス
で
は「
も
う
１
度
行
き
た
い
」と
い
う
声
が

聞
こ
え
、ま
だ
ま
だ
元
気
な
子
ど
も
た
ち
で

し
た
。友
だ
ち
と
楽
し
さ
を
共
有
で
き
た
こ

と
が
、何
よ
り
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

 

　
　
　
　
　（
幼
稚
園
教
員
　
猪
股
・
川
田
）

【
年
中
組
】

　
新
緑
の
ま
ぶ
し
い
５
月
、皆
で
出
か
け

　　
６
月
１
日（
月
）尚
絅
学
院
大
学
実
習
棟

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。柔
ら
か
な
光
が

満
ち
る
実
習
棟
の
中
で
約
40
名
の
出
席
者

と
共
に
礼
拝
が
守
ら
れ
、工
事
の
無
事
終
了

を
感
謝
し
ま
し
た
。

　
加
藤
正
名
理
事
長
よ
り
、実
習
棟
で
学
生

に
多
く
の
思
い
出
と
、良
い
教
育
研
究
の
果

実
が
実
る
よ
う
に
と
の
式
辞
が
あ
り
、次
い

で
施
工
業
者
よ
り
工
事
過
程
の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。上
西
義
昭
常
務
理
事
か
ら

は
、着
工
か
ら
約
３
ヶ
月
、あ
っ
と
い
う
間

の
竣
工
に
驚
嘆
し
た
様
子
で
感
謝
の
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
熱
心
に
設

備
・
機
器
類
の

取
扱
い
説
明

を
受
け
る
教

職
員
に
、変
化

す
る
尚
絅
を

支
え
る
土
台

を
見
た
竣
工

式
で
し
た
。

（
企
画
調
整
課

　
阿
部
祐
子
）

　
４
月
27
日（
月
）幼

稚
園
に
て
T
V
の
取

材
が
あ
り
ま
し
た
。

朝
ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ
で

放
送
し
て
い
る「
ズ
ー

ム
イ
ン
!!S

U
P

E
R

」

と
い
う
番
組
で
す
。今
回
は
番
組
内
の「
？

ボ
ッ
ク
ス
」と
い
う
楽
し
い
コ
ー
ナ
ー
の
取

材
で
し
た
。名
前
の
通
り
中
の
見
え
な
い
箱

に
入
っ
て
い
る
物
を
、手
で
触
っ
て
当
て
る

と
い
う
も
の
で
す
。見
え
な
い
物
に
触
る
の

は
、ド
キ
ド
キ
す
る
も
の
で
す
が
、子
ど
も

達
は
な
か
な
か
積
極
的
で
し
た
。緊
張
す
る

姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
が「
楽
し
か
っ
た
！
」

の
笑
顔
も
沢
山
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
普
段
は
自
分
が
見
る
側
の
T
V
で
す
が
、

今
回
は
自
分
た
ち
が
取
材
さ
れ
て
映
る
と

い
う
こ
と
で
、

子
ど
も
達
に

と
っ
て
も
楽

み
な
経
験
と

な
っ
た
よ
う

で
す
。

（
幼
稚
園
教
員

　
清
野
正
恵
）

し
た
。お
弁
当
も
お
や
つ
も
美
味
し
く
食
べ

て
、と
て
も
楽
し
く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　  

　
　
　
　（
幼
稚
園
教
員
　
黒
川
紗
綾
）

　
５
月
７
日（
木
）か
ら
９
日(

土
）ま
で「
ま
ち

づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
私
た
ち
中
学
１
年
生
は

栃
木
県
に
サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ
へ
行
き
ま

し
た
。チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
自
然
に
ふ
れ
た

り
、ア
シ
モ
の
シ
ョ
ー
を
見
た
り
、ホ
ン
ダ
の

車
を
見
た
り
し
て
、自
分
た
ち
の
視
野
を
広
げ

て
い
き
ま
し
た
。「
も
っ
と
い
い
ま
ち
」「
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
」「
自
然
と
ま
ち
の
大
切
な
関
係
」

な
ど
各
チ
ー
ム
が
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
意
見
を
大
切
に
し
な
が
ら
真
剣
に

取
り
組
み
ま
し
た
。最
後
に
各
チ
ー
ム
が「
自

分
た
ち
の
考
え
る
ま
ち
」に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン

を
し
て
、キ
ャ
ン
プ
は
終
了
し
ま
し
た
。キ
ャ

ン
プ
を
通
し
て
、自
分
た
ち
の
ま
ち
、自
然
の

大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
１
Ａ
　
高
篠
梨
彩
子
）

高
等
学
校

ハ
ン
セ
ン
病
に
対
し
て
考
え
ま
し
た

キ
リ
ス
ト
教
講
演
会

ド
イ
ツ
短
期
留
学
に
参
加
し
て

　
３
月
18
日
か
ら
２
週
間
、中
学
・
高
校
生

合
わ
せ
て
16
名
で
ド
イ
ツ
に
滞
在
し
ま
し

た
。始
め
の
１
週
間
は
、シ
ュ
タ
ー
デ
と
い
う

町
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
、ホ
ス
ト
と
一

緒
に
遠
足
へ
行
き
ま
し
た
。市
庁
舎
や
歴
史

博
物
館
を
見
学
に
行
っ
た
り
、貴
重
な
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
に
も
触
れ
る
事
が
出
来
ま
し

た
。ド
イ
ツ
が
世
界
で
初
め
て
原
子
力
発
電

を
停
止
し
た
こ
と
で
世
界
中
が
注
目
し
て
い

る
現
場
に
行
き
、実
際
に
話
を
聞
き
、人
間
の

未
来
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。最
終
日
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
私
た

ち
は
、「
ソ
ー
ラ
ン
節
」を
歌
っ
た
り
「
日
本

食
」を
作
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　
後
半
の
１
週
間
は
、ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
、

毎
日
の
よ
う
に
美
術
館
な
ど
へ
行
っ
た
り
、

歌
劇
な
ど
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。こ
ん
な
に
歩

き
回
り
芸
術
に
触
れ
、充
実
し
た
時
間
は
今

ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、こ
ん
な
に
も

人
の
優
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。　
　
　
　
　 

（
３
年
　
熊
谷
美
帆
）

中
学
校

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
プ

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
と
自
然
に
つ
い
て

人
の
優
し
さ
を
感
じ
ま
し
た

ド
イ
ツ
短
期
留
学

幼
稚
園

法
人
事
務
局

大
学
実
習
棟
完
成
仲
良
し
の
み
ん
な
と
一
緒
に
！

春
遠
足

そ
の
他
の
行
事
報
告

（
幼
稚
園
で
行
わ
れ
た
そ
の
他
の
行
事
で
す
）

５月18日（月）
“しょうけいふぁーむ”にて田植え

Ｃ
Ａ
Ｐ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

知
っ
て
お
き
た
い「
い
じ
め
」と「
暴
力
」

　
５
月
14
日(

木
）、15
日(

金
）の
２
日
間
、Ｃ

Ａ
Ｐ
み
や
ぎ
の
方
が
来
て
く
だ
さ
っ
て
、い

じ
め
や
暴
力
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。「
安

心
」「
自
信
」「
自
由
」を
テ
ー
マ
に
み
ん
な
自

分
た
ち
の
こ
と
を
振
り
返
っ
た
り
、お
互
い

の
こ
と
を
一
生
懸
命
に
考
え
ま
し
た
。自
分

の
気
持
ち
を
は
っ
き
り
伝
え
る
こ
と
、危
な

い
と
き
に
使
う
叫
び
声
や
逃
げ
方
な
ど
普
段

は
あ
ま
り
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
よ
う
な

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。み
ん
な
で
意
見
を
た

く
さ
ん
出
し
合
い
、活
用
で
き
る
こ
と
を
楽

し
く
考
え
て
学
び
、「
安
心
」「
自
信
」「
自
由
」

を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　  

（
１
Ａ
　
斎
藤
優
華
）

自
分
の
出
来
る
こ
と
を
大
事
に

花
の
日
礼
拝

「
施
設
訪
問
」

テ
レ
ビ
に
出
た
よ
！

ズ
ー
ム
イ
ン
の

取
材
が
来
た
！

【
番
組
情
報
】

ミ
ヤ
ギ
テ
レ
ビ

「
ズ
ー
ム
イ
ン!!S

U
P
E
R

」

毎
週
月
〜
金
曜
日
　
朝
５
時
20
分
〜
８
時 

放
送
中

八木山動物公園にて

名取スポーツパークにて

６
月
３
日（
水
）

花
の
日
礼
拝

６
月
８
日（
月
）

避
難
訓
練

６月10日（水）
大学にて梅の実とり

同日、中学校に講演に来てくれた、
日本国際飢餓対策機構の、奥村いずみさん

同日、中学校でも貝山中央センター病
院に施設訪問をしました。



z

各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

短
篇
集
』を
フ
ィ
ル
ム
で
上
映
し
、２
年
生
の

長
田
枝
理
子
さ
ん
が
日
頃
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
研

究
の
成
果
を
活
か
し
て
作
品
解
説
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。第
２
部
で
上
映
し
た『
時
を

か
け
る
少
女
』も
、鑑
賞
し
た
多
く
の
学
生

の
共
感
を
得
て
い
た
よ
う
で
す
。来
年
度
も

多
く
の
学
生
の
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　  

（
表
現
文
化
学
科
教
員
　
広
瀬
愛
）

　
３
月
22
日(

日
）実
施
の
第
23
回
管
理
栄
養

士
国
家
試
験
の
合
格
発
表
が
５
月
８
日（
金
）

材
を
使
っ
た
本
格
的
な
上
映
会
を
開
催
し

ま
し
た
。新
旧
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
味
わ

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、第
１
部
で
は
、16
ミ

リ
映
写
機
を
使
用
し
て『
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ
ス

　　
表
現
文
化
学
科
で
は
、恒
例
の
新
入
生
歓

迎
上
映
会
、「
第
３
回
尚
絅
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ

イ
ス
」を
、４
月
27
日（
月
）に
尚
絅
学
院
大
学

学
生
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し

た
。こ
の
企
画
は
、イ
ベ
ン
ト
実
行
力
を
習
得

す
る
た
め
の「
表
現
技
術
レ
ッ
ス
ン
」の
一
貫

と
し
て
例
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。本
年
度

は
、イ
ベ
ン
ト
初
体
験
と
な
る
２
年
生
の
約

半
数
の
35
名
が
学
生
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参

加
し
、学
外
の
プ
ロ
の
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ

の
方
々
か
ら
、舞
台
演
出
、照
明
、音
響
、映
写

を
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
、舞
台
用
の
機

　
そ
し
て
、私

た
ち
の
ク
ラ

ス
５
組
で
は
、

男
女
一
緒
の

ク
ラ
ス
で
き

ち
ん
と
協
力

し
て
、炊
飯
が

出
来
る
か
心

配
で
し
た
が
、

釜
戸
の
火
を

男
子
が
積
極
的
に
や
っ
て
く
れ
た
の
で
、と

て
も
頼
り
が
い
が
あ
り
ま
し
た
。男
女
間
で

衝
突
も
し
ま
し
た
が
最
後
は
み
ん
な
で
お

い
し
く
自
分
た
ち
の
作
っ
た
ご
飯
を
食
べ
ま

し
た
。こ
の
遠
足
を
き
っ
か
け
に
、ク
ラ
ス
の

仲
が
一
段
と
良
く
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

 

（
遠
足
委
員
長
１
年
　
佐
々
木
瞳
、日
下
純
）

【
２
年
／
天
平
ろ
ま
ん
館
＆
オ
ル
ゴ
ー
ル
館
】

　
私
た
ち
６
組
は
、４
月
28
日（
火
）涌
谷
に

あ
る「
天
平
ろ
ま
ん
館
」と
松
島
に
あ
る「
オ

ル
ゴ
ー
ル
館
」に
行
き
ま
し
た
。天
平
ろ
ま
ん

館
で
は
、み
ん
な
で
砂
金
取
り
を
し
ま
し
た
。

最
初
は
な
か
な
か
砂
金
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
け
れ
ど
、徐
々
に
砂
金
が
見
つ
か
り
楽
し

く
取
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。中
に
は
１
度

に
３
個
も
取
っ
た

人
や
、予
想
外
な

取
り
方
を
し
て
見

て
い
て
面
白
か
っ

た
で
す
。

　
そ
の
後
、
オ

ル
ゴ
ー
ル
館
に

行
き
、昔
の
オ
ル

ゴ
ー
ル
を
聴
い
た

時
間
も
友
達
と
一
緒

だ
っ
た
け
れ
ど
も
、

今
回
は
１
人
ひ
と
り

が
集
中
し
て
い
て
、

分
か
ら
な
い
問
題

が
あ
っ
た
時
に
助
け

合
っ
た
り
、こ
の
時

間
に
こ
れ
だ
け
終

わ
ら
そ
う
と
か
友
達
同
士
で
目
標
を
決
め

て
学
習
す
る
な
ど
、「
学
習
を
中
心
と
し
た

支
え
合
い
」が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
同
じ
部
屋
だ
っ
た
友
達
を
見
て
い
て
も
、

自
分
の
学
習
ス
タ
イ
ル
の
改
善
す
べ
き
所

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
を

機
に
自
分
の
学
習
ス
タ
イ
ル
を
確
立
さ
せ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
っ

た
合
宿
で
し
た
。 

　
　
　
　
　  

　
　
　（
２
年
　
千
葉
成
美
）

【
１
年
／
蔵
王
】

G
o

in
g

 m
y w

a
y

　
４
月
28
日（
火
）、蔵
王
で
、高
校
１
年
生
の

遠
足
が
あ
り
ま
し
た
。今
回
、遠
足
委
員
会

と
し
て
企
画
や
準
備
に
携
わ
っ
て
様
々
な
事

を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。遠
足
当
日
、時

間
の
関
係
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
出
来
な

か
っ
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、野
外
炊
飯
な

ど
の
活
動
を
通
す
中
で
沢
山
の
人
と
の
交
流

を
持
て
た
と
思
い
ま
す
。今
回
の
活
動
が
今

後
の
学
校
生
活
に
と
っ
て
の
糧
と
な
れ
ば
良

い
と
思
い
ま
す
。

学
習
合
宿
を
終
え
て

（
４
月
27
日(

月
）〜
５
月
１
日(
金
））

　
今
回
の
合
宿
は
前
回
の
合
宿
よ
り
も

ハ
ー
ド
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。で
も
、と

て
も
充
実
し
て
い
ま
し
た
。去
年
は
生
活
リ

ズ
ム
が
な
か
な
か
つ
か
め
ず
、夜
中
の
２
時

に
寝
る
日
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、今
回
は

だ
い
た
い
12
時
過
ぎ
に
は
寝
る
こ
と
を
目

標
に
し
ま
し
た
。だ
か
ら
早
く
宿
題
を
終
わ

ら
す
た
め
に
休
み
時
間
な
ど
の
隙
間
時
間

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。そ

し
て
、こ
の
目
標
を
テ
ス
ト
の
前
日
以
外
は

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、テ
レ

ビ
や
携
帯
電
話
が
無
く
て
も
１
週
間
や
っ

て
い
け
る
も
の
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

だ
か
ら
家
で
も
こ
ん
な
生
活
を
続
け
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
友
達
か
ら
学
ん
だ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。去
年
は
友
達
と
一
緒
だ
か
ら
合

宿
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
と
い
う
の
が
一
番
大

き
か
っ
た
け
れ

ど
も
、今
年
は

個
々
人
の
力
で

乗
り
越
え
た
感

じ
が
し
ま
す
。

で
も
そ
れ
は
や

は
り
友
達
が
居

た
お
か
げ
で
、

去
年
の
場
合
は

勉
強
も
休
み
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色
ん
な
学
び
が
あ
っ
た
１
週
間

特
進
・
学
習
合
宿

み
ん
な
一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
！

遠
足

り
弾
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。昔
の

オ
ル
ゴ
ー
ル
は
大
き
く
て
弾
く
の
が
大
変
で

し
た
。そ
の
後
は
実
際
に
オ
ル
ゴ
ー
ル
作
り

を
し
ま
し
た
。簡
単
に
思
い
出
の
あ
る
も
の

を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
遠
足
を
通
し
て
こ
れ
か
ら
２
年
間
、ク
ラ
ス

の
絆
を
更
に
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

   

（
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
委
員
長
　
坂
根
な
つ
み
）

【
３
年
／
福
島
相
馬
】

　
４
月
28
日

（
火
）に
私
た
ち
３

組
は
、遠
足
で
福

島
県
相
馬
市
に

「
イ
チ
ゴ
狩
り
＆

B
B
Q
に
行
き

ま
し
た
。幸
い
当

日
は
天
気
に
も

恵
ま
れ
、絶
好
の

遠
足
日
和
で
し

た
。２
時
間
ほ
ど
バ
ス
に
揺
ら
れ
、イ
チ
ゴ
狩

り
の
場
所
に
到
着
し
ま
し
た
。早
速
”
イ
チ

ゴ
狩
り
開
始
!!“
イ
チ
ゴ
狩
り
を
終
え
、海

の
近
く
の
公
園
で
休
憩
を
と
っ
た
後
で
、イ

チ
ゴ
狩
り
の
場
所
に
戻
り
今
度
は
B
B
Q

を
し
ま
し
た
。イ
チ
ゴ
を
食
べ
た
後
で
満
腹

で
し
た
が
、結
局
す
べ
て
食
べ
尽
く
し
ま
し

た
。集
合
写
真
を
撮
っ
た
り
、お
み
や
げ
を

買
っ
た
り
し
た
あ
と
、帰
り
の
バ
ス
で
は
、カ

ラ
オ
ケ
大
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
遠
足
で
、み
ん
な
の”
絆“
が
深

ま
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。最
後
の”
遠
足“
を

こ
の
ク
ラ
ス
で
行
け
て
本
当
に
良
か
っ
た
と

思
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　

   

　
　（
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
委
員
　
寺
尾
美
吹
）

2
0
0
8
年
度
大
学
・

女
子
短
期
大
学
部

進
路
状
況

　
２
０
０
８
年
度
の
卒
業
生
の
進

路
状
況
は
、学
科
別
、業
種
別
、勤

務
地
等
下
の
各
表
に
示
さ
れ
て
い

る
と
お
り
で
す
。

　
昨
年
度
の
卒
業
生
は
心
理
、健

康
の
各
学
科
、保
育
専
攻
科
、大

学
院
を
合
計
す
る
と
３
９
１
名

に
の
ぼ
り
、そ
の
う
ち
就
職
希
望

者
数
は
３
３
９
、就
職
内
定
率
は

95.

５
％
と
高
い
数
値
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。２
０
０
６
年

度(

93.

３
％)

、
２
０
０
７
年
度

(

93.

６
％)

と
順
調
に
就
職
率
は

伸
び
て
き
ま
し
た
。次
に
進
学
に

つ
い
て
み
る
と
、大
学
院(

６
名)

、

４
年
制
大
学
編
入
及
び
専
攻
科

(

19
名)

、専
門
学
校(

３
名)

と
昨

年
並
み
の
数
値
が
得
ら
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
を
勤
務
地
別
に
み
る
と

宮
城
県
内
が
64.

６
％
と
多
く
、

一
昨
年
来
漸
減
傾
向
を
示
し
て
は

い
る
も
の
の
、依
然
と
し
て「
地
元

志
向
」の
強
さ
を
う
か
が
わ
せ
ま

す
。し
か
し
、昨
年
度
後
半
に
発
生

し
た
急
激
な
景
気
の
後
退
に
対
し

て
、進
路
就
職
部
は
も
と
よ
り
本

学
全
体
で
就
職
支
援
対
策
を
た

て
、県
内
外
の
企
業
開
拓
に
鋭
意

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。ご
父
母

の
皆
様
に
は
昨
今
の
経
済
状
況
を

お
汲
み
取
り
い
た
だ
き
、首
都
圏

か
ら
の
採
用
に
も
柔
軟
に
対
応
し

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、切
に
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

   

（
進
路
就
職
部
長
　
杉
座
秀
親
）

映
画
を
楽
し
ん
だ
１
日
で
し
た

シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス

64
名
の
皆
さ
ん
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

管
理
栄
養
士

国
家
試
験

そ
の
他
の
行
事
報
告

（
中
学
・
高
校
で
行
わ
れ
た
そ
の
他
の
行
事
で
す
）

４月28日（火）遠足

【
中
学
校
】

【
高
校
】

進路状況 就職内定者

業種別内定者数

人間
健康
保育
専・保育

113
98
160
10

84
84
94
7

0
2
7
1

4
6
34
1

5
0
2
0

2
0
1
0

7
3
4
0

4
2
17
0

7
1
1
1

卒業数
その他
（不明等）正採用 嘱託 臨時

アル
バイト 未決者 大学院等 専門学校

産業分類
建設業
製造業
情報通信業
運輸業・郵便業
卸売業・小売業
金融業・保険業
不動産業・物品賃貸業
学術研究、専門・技術
宿泊業・飲食業
生活関連サービス業
教育、学習支援業
医療、福祉
複合サービス事業
サービス業
公務・その他
合　計

4
8
11
1
31
8
2
0
4
4
3
3
3
1
5
88

1
10
2
0
12
1
0
2
3
4
4
15
1
32
5
92

0
1
0
0
5
3
0
0
2
0
59
55
0
1
9

135

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7
2
0
0
0
9

人間 健康 保育 専攻科
大学院進学

編入学・専攻科進学

有資格内定者数

栄養士
幼稚園教諭
保育士

30
47
43

21
17
22

51
64
65

県内 県外

大学名 人数

計

大学名 人数
尚絅学院大学大学院 4

1
1
1
1
3

12

2009/05/01現在

岩手大学
明星大学
埼玉学園大学
宮城学院女子大学
尚絅学院大学
尚絅学院大学
女子短期大学部
専攻科

栄養士
幼稚園教諭
保育士

就職希望者 進学者

勤務地別内定者数

人間
健康
保育
専攻科

58
48
96
7

0
3
4
0

1
2
8
0

0
2
0
0

3
6
6
0

4
5
11
1

22
26
10
1

88
92
１35
9

宮城 青森 岩手 秋田 山形 福島 その他 合計

　
２
０
０
９
年
度
学
生
会
総
会
が
、４
月

24
日（
金
）に
尚
絅
学
院
大
学
体
育
館
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。今
年
度
の
学
生
会
総
会

は
、『
２
０
０
９
年
度
学
生
会
常
任
委
員
会

会
長
承
認
』『
２
０
０
９
年
度
学
生
会
常
任

委
員
会
役
員
及
び
会
計
監
査
委
員
承
認
』

『
２
０
０
８
年
度
学
生
会
収
支
決
算
報
告
及

び
会
計
監
査
報
告
』『
２
０
０
９
年
度
学
生

会
予
算
案
』『
学
生
会
規
約
の
改
正
』『
学
生
会

常
任
委
員
会
承
認
団
体
』『
学
生
会
要
望
に

つ
い
て
』以
上
７
つ
の
議
事
を
審
議
し
ま
し

た
。こ
れ
ら
の
議
事
は
、学
生
会
総
会
に
出

席
し
た
１
４
３
６
名
の
学
生
か
ら
承
認
を

受
け
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
学
生
会
総
会
は
、昨
年
を
上
回

る
出
席
を
得
る
こ
と
が
で
き
、学
生
会
活
動

へ
の
関
心
、協
力
の
精
神
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
と
実
感
し
た
学
生
会
総
会
と
な
り
ま

し
た
。

（
学
生
会
常
任
委
員
会
会
長
　
人
間
心
理
学

科
２
年
　
今
野
祐
太
）

大
学
・
短
期
大
学

多
く
の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た

学
生
会
総
会

５月29日（金）生徒総会５月５日（火）演劇部単独公演５月29日（金）生徒総会 ６月８日（月）陸上記録会

あ
り
ま
し
た
。本
学
で
は
、健
康
栄
養
学
科

の
３
期
生
88
名
が
受
験
し
、64
名
が
合
格
し

ま
し
た
。昨
年
の
合
格
者
数
55
名
、合
格
率

59
．１
％
を
大
幅
に
上
回
り
ま
し
た
。合
格

率
は
72
．７
％
で
、東
北
・
北
海
道
地
区
の
管

理
栄
養
士
養
成
施
設
９
校
の
中
で
最
高
の

成
績
で
し
た
。

　
管
理
栄
養
士
養
成
課
程（
新
卒
）の
平
均

合
格
率
は
こ
の
数
年
低
下
傾
向
に
あ
り
、今

回
は
全
国
平
均
が
74
．２
％
で
し
た
。こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、徐
々
に
合
格
率
を
上
げ
、今

回
は
全
国
平
均
に
並
ぶ
成
績
を
上
げ
た
こ

と
は
大
健
闘
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
　
　  

（
健
康
栄
養
学
科
長
　
布
木
和
夫
）
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同窓会
コーナー

こ
こ
数
年
総
会
の
参
加
者
が
少
な
く
参
加

者
は
ほ
と
ん
ど
役
員
と
な
っ
て
い
る
現
状
に

鑑
み
、組
織
を
見
直
し
、役
員
会
も
し
く
は
そ

れ
に
代
わ
る
決
議
機
関
で
承
認
さ
れ
る
よ

う
に
検
討
し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
ま
し

た
。活
発
な
意
見
交
換
の
結
果
、課
題
を
確
認

し
総
会
で
な
お
詰
め
る
こ
と
と
し
、閉
会
と

な
り
ま
し
た
。

　
６
月
６
日（
土
）大
雨
の
降
る
中
13
名
の
参

加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。開
会
礼
拝
、会
長
挨
拶

に
続
き
、佐
々
木
学
長
か
ら
、大
学
の
現
状
報

告
と
し
て
新
入
生
の
様
子
や
、短
大
と
し
て

55
年
続
い
た
保
育
科
が
男
女
共
学
の”
子
ど

も
学
科“
と
し
て
新
設
予
定
で
認
可
を
待
っ

て
い
る
こ
と
や
図
書
館
が
９
月
に
完
成
の
予

　
５
月
29
日（
金
）木
村
副
会
長
の
礼
拝
に
続

き
、高
橋
会
長
の
挨
拶
で
開
会
し
ま
し
た
。学

院
を
代
表
し
て
加
藤
学
院
長
よ
り
、施
設
援

助
金
に
対
す
る
御
礼
と
学
院
全
体
の
様
子

を
お
話
い
た
だ
き
、議
事
に
入
り
ま
し
た
。

（
議
案
）

①
08
年
度
活
動
報
告

②
08
年
度
収
支
決
算
報
告
、会
計
監
査
報
告

③
09
年
度
活
動
計
画
案

④
09
年
度
収
支
予
算
案

⑤
役
員
の
一
部
改
選

⑥
そ
の
他（
後
援
会
の
規
約
改
定
に
つ
い
て
）

①
か
ら
⑤
に
つ
い
て
は
異
議
な
く
承
認
し

ま
し
た
。⑥
に
つ
い
て
は
、高
橋
会
長
か
ら
、

　　
５
月
16
日（
土
）、２
０
０
９
年
度
同
窓
会

総
会
が
１
５
３
名
の
出
席
者
に
よ
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
部
・
総
会
、第
２
部
・
礼
拝（
小
林
孝

男
宗
教
主
任
に
よ
る
説
教「
神
の
御
前
で

ま
こ
と
に
価
値
が
あ
る
こ
と
」）、第
３
部
・

懇
親
会（
西
澤
優
李
子
さ
ん
講
話「
女
性
は

長
生
き
、あ
な
た
ら
し
い
活
き
活
き
人
生

を
！
」と
大
学
の
広
瀬
愛
先
生
に
よ
る
エ

ラ
・
オ
ー
・
パ
ト
リ
ッ
ク
ホ
ー
ム
の
映
像
）と

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

　
第
３
部
の
講
話
で
は
、ギ
タ
ー
の
弾
き
語

り
で
の
お
話
と「
１
０
０
万
本
の
バ
ラ
」の

歌
、精
神
的
自
立
・

経
済
的
自
立
・
社

会
生
活
の
自
立
を

軸
に
、
こ
れ
か
ら

の
生
き
方
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
エ
ラ
・

オ
ー
の
映
像
は
と

て
も
な
つ
か
し

く
、
尚
絅
の
歴
史

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
20
代
か
ら
80
代
ま
で
の

方
々
と
の
交
わ
り
を
大
切
に
し
て
、母
校
と

い
う
幹
に
連
な
る
葡
萄
の
よ
う
に
豊
か
に

実
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、感
謝
・
喜
び
・
感
動

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
同
窓
会
で
は
新
年
度
を
歩
み
出
し
て
い

ま
す
。皆
様
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　   

　
（
山
内
京
子
）

　　
創
立
者
ブ
ゼ
ル
先
生
を
偲
び
北
山
霊
園

に
て
墓
前
礼
拝
を
守
っ
て
お
り
ま
す
。お
誕

生
日
の
８
月
３
日
か
ら「
八
三
会
」と
名
称

致
し
ま
し
た
。

　
○ 

日
時
　
８
月
３
日（
月
）

　
　 

午
前
10
時
半
よ
り

　
○ 

場
所
　
輪
王
寺
内
北
山
霊
園

同
窓
会
総
会
の
ご
報
告

後
援
会

役
員
会

総
会

「
八
三
会
」の
ご
案
内

2008（平成20）年度 尚絅学院後援会収入支出決算書

繰越金内訳 

収入の部 

支出の部 

基本金会計

現　　金 
銀行預金 
振替貯金 
合　　計 

15,568
993,918
65,360

1,074,846

30,000,000
30,000,000
16,500,000
3,850,000
2,100,000
1,750,000
4,207,000
3,500,000
100,000
30,000
80,000
60,000
200,000
80,000
7,000

150,000
550,000
366,930

55,473,930
0

55,473,930

30,000,000
30,000,000
16,000,000
3,386,623
1,860,924
1,525,699
4,276,711
3,650,423
71,010
29,471
75,949
61,856
199,793
61,235
6,510

120,464
546,541

0
54,209,875
1,074,846
55,284,721

0
0

500,000
463,377
239,076
224,301
△69,711
△150,423
28,990
529
4,051
△1,856
207

18,765
490

29,536
3,459

366,930
1,264,055
△1,074,846
189,209

学院へ援助

尚絅誌発送費、尚絅誌発送用封筒

職員3名
編集委員会・役員会交通費
編集委員会会議費、その他
事務用品
電話料、各種発送物郵便料金
パソコン、イス、複合機、組立式ラック、その他
プロバイダー料金、無線LAN工事費

振込手数料、大学定演祝金、その他
名取へ移転事務室工事代、備品代、その他

次年度へ繰越

会費
　基礎会員会費
　賛助会員会費
寄付金
雑収入
繰越金
基本金取崩し額
合計

54,334,000
51,834,000
2,500,000

0
0

1,139,930
0

55,473,930

293,100
374,100
△81,000

0
△103,891

0
0

189,209

月額 1,700円、教職員月額500円
卒業生会員、同窓生、旧教職員

預金利息他
2007年度より

54,040,900
51,459,900
2,581,000

0
103,891
1,139,930

0
55,284,721

2007年度より繰越
2008年度利息収入
2008年度繰入
2008年度取崩し
合計
2009年度へ繰越

26,227,452
153,746

16,000,000

42,381,198
0
0

42,381,198

摘要 差異 決算額 予算額 科目 

援助金
　施設援助金
基本金繰入額
機関誌発行費
　印刷費
　発送費
事務費
　人件費
　旅費交通費
　会議費
　消耗品費
　通信費
　什器備品費
　プロバイダー料金
　コピー機リース代
　雑費
移転料
予備費
小計
繰越金
合計

摘要 差異決算額 予算額 科目 

項目 収入 支出

収入総額  　　 支出総額　　差引次年度へ繰越 
55,284,721    54,209,875　　      1,074,846

尚絅誌隔月印刷費

2009年（平成21）年度 尚絅学院後援会収入支出予算案

収入の部 

支出の部 

会　費 

　基礎会員会費 
 

　
賛助会員会費 

繰越金 
合計 

55,793,000

53,293,000

2,500,000
1,074,846
56,867,846

1,459,000

1,459,000

0
△65,084
1,393,916

保護者会員月額1,700円
教職員月額500円
卒業生会員、旧教職員
2008年度より

54,334,000

51,834,000

2,500,000
1,139,930
55,473,930

摘要 差異 前年度予算額 

前年度予算額 

予算額 科目 

30,000,000
30,000,000
17,000,000
3,850,000
2,100,000
1,750,000
5,740,000
4,000,000
70,000
30,000
120,000
70,000
300,000

200,000

950,000

277,846
56,867,846

30,000,000
30,000,000
16,500,000
3,850,000
2,100,000
1,750,000
4,207,000
3,500,000
100,000
30,000
80,000
60,000
200,000

87,000

150,000

550,000
366,930

55,473,930

0
0

500,000
0
0
0

1,533,000
500,000
△30,000

0
40,000
10,000
100,000

113,000

800,000

△550,000
△89,084
1,393,916

学院へ

尚絅誌6回分 約5000部
尚絅誌発送費、封筒

職員2名
役員会交通費・その他
役員会・編集委員会・その他
事務用品(移転につき文具・小物類購入）

各種発送物郵便料金・切手代・電話代

事務室エアコン工事・空調工事・カーテン代

プロバイダー料金・
保守点検費・ホームページ移行
同窓会名簿システム作成人件費負担分
振込手数料等
名取への移転費

援助金
　施設援助金
基本金繰入額
機関誌発行費
　印刷費
　発送費
事務費
　人件費
　旅費交通費
　会議費
　消耗品費
　通信費
　什器備品費
　
パソコン関連費

　
雑費

(移転料2008のみ）
予備費
合計

摘要 差異 予算額 科目 

予算額  　　前年度予算額　　      差異 
56,867,846    55,473,930　　   　1,393,916

定
で
あ
る
こ
と
、ま
た
地
域
貢
献
・
社
会
と
の

連
携
を
図
る
活
動
の
場
と
し
て
”
尚
絅
学
院

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
“
を
開
設
し
た
こ
と
な

ど
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。佐
藤
中
高

校
長
か
ら
は
、男
女
共
学
が
更
に
進
み
今
年

は
約
１
割
が
男
子
生
徒
と
な
り
、施
設
の
整

備
が
中
高
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
等
の

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
本
日
公
用

の
た
め
出
席
で
き
な
か
っ
た
加
藤
学
院
長
に

代
わ
り
、菊
池
事
務
局
長
よ
り
学
院
へ
の
施

設
援
助
金
に
対
す
る
御
礼
と
、今
後
様
々
な

資
金
が
必
要
な
た
め
12
月
ま
で
行
っ
て
い
る

募
金
活
動
に
更
な
る
声
掛
け
を
お
願
い
し

た
い
旨
の
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
続
い
て
、議
事
に
入
り
、役
員
会
同
様
に
審

議
が
進
み
、議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、そ
の
他
と
し
て
、高
橋
会
長
よ
り
、規
約

改
正
の
方
向
性
に
つ
い
て
、代
議
員
制
を
採

用
し
て
後
援
会
総
会
が
よ
り
現
実
的
な
形

に
な
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
と
の
説
明
が

あ
り
、そ
れ
に
基
づ
き
意
見
交
換
が
さ
れ
ま

し
た
。今
後
更
に
具
体
的
な
協
議
が
必
要
な

中学校・高等学校オープンスクール

2010年度

お申込みお問合せは

中高入試広報室
●ホームページ
　 http://sh.shokei.jp/
● E-mail mail@shokei.ed.jp

(直通） ※詳しくは、ホームページをご覧ください。

大学オープンキャンパス

高 校
テーマ「It's 尚show time ☆」
サブテーマ〜Smile Gives Happiness 〜
S・G・H は、Shokei Gakuin Highschool の頭文字でもあります。

尚絅祭は、一人ひとりが主役です。そして、尚絅
にかかわるすべての人の笑顔で、幸せがもたら
されますようにという願いが込められています。

中 学
①部活発表（室内楽部・情報発信部・シオンの会・
　茶道部・合唱部・ダンス部他）
②学習企画テーマ「環境問題・エコについて考
　えよう」クラスごとに研究調査したことを発表
　します。
③クラス企画　中学２年・中学３年

8月29日（土）
9時より一般公開

同窓会支部総会予告

※塩釜支部は今年のみ変更
参加ご希望の方は、
同窓会事務局までご連絡下さい。
電話.022-264-5830

7月 25日（土）塩　釜
北海道

亘　理

支 部 名

9月  5日（土）

9月 12日（土）

開 催 予 定 日

登　米 9月 26日（土）

●８月1日（土） ９：30〜15：00
・内容 体験学習、入試説明会、進路就職コーナー、
  個別相談会、奨学金･教育ローン説明会、
  キャンパスツアー・生活圏ツアー等・保護者対象セミナー

●７月11日（土）・９月26日（土）
　９：30〜13：00
・内容 体験学習、個別相談会、キャンパスツアー

※ 地下鉄長町南駅からシャトルバスを運行します。
（７：45〜10：05の間、約10分間隔運行）

※ いずれの参加者にもランチ（軽食）を用意しています。
　 さらにオリジナルグッズをもれなく差し上げます。
※ 上履きをご持参ください。

お申込みお問合せは大学入試広報課
TEL 022-381-3311    FAX 022-381-3325(直通）

●ホームページ http://www.shokei.jp/
●携帯サイト http://campus.ktai.at/shokei/ ● E-mail koho@shokei.ac.jp

申し込み
方法

専用ハガキ、
ホームページ、
携帯サイトから

お申し込み
ください

TEL 022-264-5804

２009年尚絅祭
７月25日（土）

８月１日（土）

８月29日（土）
９月19日（土）

10月３日(土)

10月17日(土)

10月24日（土）

11月21日（土）

11月土曜日５回

12月12日（土）
１月30日（土）

日　時 中学（中高一貫） 高　校
オープンスクール ①9:30〜

オープンスクール①
  9:30〜総進コース
13:30〜特進コース

尚絅祭　入試相談会 10:30〜　

オープンスクール②13:30〜
オープンスクール②　
  9:30〜特進コース
13:30〜総進コース

学校説明会・入試説明会
9:30〜特進コース
9:30〜総進コース

一貫入試説明会②13:30〜
個別入試相談会（９:00〜13:00）
11月７日(土)・14日（土）・21日（土）・28日（土）・12月５日（土）

一貫入試説明会③13:30〜

一貫入試説明会④13:30〜

た
め
、夏
ま
で
に
正
副
会
長
会
議
、秋
頃
に
役

員
会
、今
年
中
に
臨
時
総
会
を
開
催
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

２
０
０
９
年
度
後
援
会
役
員

会
　
長
　
高
橋
脩

副
会
長
　
太
田
喜
一
郎
　
木
村
相
衣
子

理
　
事
　
小
泉
ひ
と
み
　
坂
口
正
二（
新
）

　
　
　
　
小
島
典
子（
新
）　
松
坂
宏
造（
新
）

　
　
　 

　
石
田
一
彦（
新
）　 

長
田
可
奈（
新
）

　
　
　
　 

三
浦
律
子
　
福
士
淑
恵

監
　
事
　
佐
久
間
新
一
　
菊
地
和
子

　
　
　
　
丹
野
英
機

顧
　
問
　
加
藤
正
名（
新
）　
佐
々
木
公
明

　
　
　
　
佐
藤
信
義
　
菊
池
雅
人

会
計
顧
問
　
佐
々
木
寿
徳

事
務
長
　
齋
田
尚
子
　

事
務
員
　
宍
戸
素
子(

新
）

2010年度

8月28日（金）
13時より校内発表

（生徒･保護者対象）

一貫入試説明会①

＊小学生・中学生・保護者向け ＊中学生・保護者向け


